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な ん た ん 市 議 会 だ よ り

か け は し

「室橋コウノトリを育む会」の皆さん「室橋コウノトリを育む会」の皆さん
左から、吉田精介さん、三觜昭さん、栗山勲さん左から、吉田精介さん、三觜昭さん、栗山勲さん

■■『頑張る人たち』訪問『頑張る人たち』訪問
　 室橋コウノトリを育む会　 室橋コウノトリを育む会
■■ こんな事業に使われますこんな事業に使われます
■■ 予算特別委員会、常任委員会では、予算特別委員会、常任委員会では、
　 こんな議論になりました　 こんな議論になりました
■■ 3月議会ではこんなことが決まりました3月議会ではこんなことが決まりました
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（
取
材
者
／
若
井
・
平
田
）

室橋コウノトリを育む会

代　表　三
みつはし

觜　　昭
あきら

さん

副代表　吉
よ し だ

田　精
せいすけ

介さん

副代表　栗
くりやま

山　　勲
いさお

さん

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

「
南
丹
市
に
は
何
も
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
緑
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な

自
然
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
然
は
先
人
た
ち
が
残
し

て
く
れ
た
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

小
さ
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
支
援
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。
経
済
的
な
支
援
で
は
な
く
、
一
緒
に

取
り
組
む
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
水す
い
せ
い棲

生
物
や
爬は

ち
ゅ
う
る
い

虫
類
な
ど
の
エ

サ
が
豊
富
な
場
所
を
好
み
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
す
る
文も
ん

覚が
く

池い
け

の
近
く
の
田

ん
ぼ
を
借
り
て
ビ※

オ
ト
ー
プ
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
昨
年
の
夏
の
酷
暑
に
よ
り
、
山
の
水
が

枯
れ
て
し
ま
い
、
ビ
オ
ト
ー
プ
も
干
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
試
行
錯
誤
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
本
会
の
最
終
目
標
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
営
巣
す
る

こ
と
で
す
が
、
自
然
が
相
手
で
す
の
で
ど
う
な
る
か

は
未
知
数
で
す
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
自
然
環
境
の
保
護
・
保
全
に
つ
い

て
考
え
る
契
機
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
子
ど
も
た
ち
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
こ
と
を
お
話
し

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
機
会
が
増

え
て
い
け
ば
嬉
し
い
な
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

に
発
足
さ
せ
、
当
時
の
自
治
会
役
員
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
ご
ろ
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
が

観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年

に
「
日
本
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会
」
は
、
南
丹
・
亀
岡

地
域
に
人じ
ん
こ
う工
巣す
と
う塔
の
設
置
を
計
画
し
、
室
橋
自
治

会
に
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

巣
塔
設
置
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
西
村
市
長
な
ど
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の

翌
年
に
「
室
橋
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
会
」
を
正
式

八木町室橋地域に、国の特別天然記
念物コウノトリが飛来する池がありま
す。この池を中心に、コウノトリの営

えい

巣
そう

（繁殖のための巣づくり）を目指し
て活動されている皆さんにお話をお聞
きしました。

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
見
た
で
」
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
る
日
が

来
る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

空を飛ぶコウノトリ

文覚池に飛来したコウノトリ

人工巣塔の下で青空教室

保護したコウノトリのお見舞いに

注意喚起の看板を設置

※
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は

自
然
の
中
に
広
が
る
「
生
き
も
の
の
暮
ら
し
を
支

え
る
場
所
」
の
こ
と
。
草
地
・
森
・
池
・
川
・
海
な
ど
。
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『頑張る人たち』



令　和
６年度
予　算

全予算案可決　総額387億 1439万円 3月定例会
一般会計 237億8千万円　5.4% 減も市発足3番目の規模

一般会計

民生費
64億2068万円

総務費
48億5492万円公債費

30億8043万円

土木費
26億4890万円

衛生費
20億2434万円

教育費
19億3317万円

農林水産業費
12億1481万円

消防費
11億640万円

商工費
2億4254万円

議会費
2億235万円
災害復旧費・労働費等
5141万円

237億8000万円
支　出

地方交付税
94億5000万円

市税
40億8591万円

市債
25億5230万円

国庫支出金
23億5467万円

府支出金
15億8921万円

国等交付金
13億7709万円

繰入金
12億471万円

その他
（寄附金、使用料及び手数料ほか）
10億6608万円

繰越金
1億円

一般会計

237億8000万円
収　入

市民税、固定資産
税、軽自動車税など

自治体の人口や財政力
などに応じて国から交
付される財源

事業実施のため
の国補助金等

事業実施の
ための借入金

事業実施の
ための府
補助金等

修繕工事を行う福祉施設

次世代型のバイオガスプラントの設計

再整備を行う園部公園

改修工事を行う日吉生涯学習センター

耐震改修工事を行う庁舎

３月定例会は、２月20日に開会し、38日間の会期を終えて３月28日に
閉会しました。

今定例会では、条例20件、予算13件、人事関係8件など全部で48議案
等について審議しました。結果は、賛成少数で否決した条例2件を除き、
すべての議案等は原案どおり可決・同意しました。なお、一般会計予算に
ついての附帯決議を賛成多数で可決しました。

このページでは、一般会計予算の概要を報告します。

一般会計、特別会計及び公営企業会計合わせた全会計の予算総額
は387億1439万円で、対前年比16億128万円、4.0％の減。この
うち、一般会計は237億8千万円で、前年度に比べ13億7千万円、
5.4％の減ですが、額としては、市発足以降3番目に規模の大きい予
算となっています。

八木デイサービスセンターの機能維
持にかかる修繕費用の支援、放課後児
童クラブの無線LAN環境整備、ICTを
活用した健幸ポイント事業など

バイオマス資源の利活用に向けた
設計費用、農業機械の購入などを支
援するがんばる農業応援事業、野生
鳥獣被害対策事業など

全国都市緑化フェア推進事業、園部
公園の再整備、園部園

えん
正
しょう
北
きた
団地の長寿

命化費用、道路修繕や除雪ドーザーの
購入など

日吉生涯学習センター改修、
美山小学校体育館の内壁改修、
学力に応じた演習問題に取り組
めるAIドリルの費用、学校給
食共同調理場整備など

市役所1、2号庁舎の耐震改修工
事、園部駅東口のエレベーター改修工
事、マイナンバーカードによる住民票
等のコンビニ交付費用など

会　　計 6年度 5年度 増減額 増減率（％）
一般会計 237億8000万円 251億5000万円 △13億7000万円 △5.4

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 
( 事 業 勘 定 ） 38億970万円 38億3160万円 △2190万円 △0.6

国 民 健 康 保 険 
(直営診療施設勘定） 1億8130万円 2億2710万円 △4580万円 △20.2

介 護 保 険 42億9940万円 43億3110万円 △3170万円 △0.7
土 地 取 得 8万円 8万円 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 6億4040万円 6億145万円 3895 6.5

合　　　計 327億1088万円 341億4133万円 △14億3045万円 △4.2

区　　分 6年度 5年度 増減額 増減率（％）

公　　営
企業会計

水道事業 17億5154万円 18億5131万円 △9977万円 △5.4

下水道事業 42億5196万円 43億2303万円 △7106万円 △1.6

こんな事業に
使われます

■会計別予算額の状況

※１万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがあります。
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市の当初予算について審査するために設置される特別委員会
です。予算特別委員会では、３つの常任委員会と同じ構成で分
科会を設け、詳しく審査します。ここでは、その概要をお知ら
せします。

予
算
特
別
委
員
長
報
告

総
務 

分
科
会

令
和
６
年
度
予
算
編
成
方
針

本
年
度
は
「
南
丹
市
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
」
を
基
に
予
算
編

成
さ
れ
て
い
る
が
。

編
成
方
針
と
し
て
、
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
を
基
に
「
５
つ
の

柱
プ
ラ
ス
１
」
の
重
要
項
目
を

着
実
に
推
進
す
る
。
健
全
化
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
か

も
や
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
は
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
で
予
算
編
成
し
て

い
る
。

お
知
ら
せ
版
と
広
報
紙
を
一
体
化

お
知
ら
せ
版
と
広
報
紙
を
一

体
化
し
、
毎
月
発
行
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
。

広
報
紙
の
中
に
お
知
ら
せ
版

を
挟
む
形
に
な
る
。
月
１
回
の

発
行
と
な
る
の
で
、
情
報
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
広

報
し
て
い
く
。

定
住
促
進
事
業
の
推
進

本
市
の
定
住
促
進
事
業
は
充

実
し
た
施
策
で
あ
る
が
見
直
し

点
は
。

定
住
促
進
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
の
参
農
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
本
格
設
置
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
の

受
け
付
け
を
開
始
し
た
こ
と
と

併
せ
て
空
き
家
の
利
用
登
録
者

に
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報

を
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
発
信

す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。

農
業
委
員
会
事
務
局
の
体
制

農
業
委
員
会
の
事
務
局
体
制

は
。４

月
１
日
付
で
農
業
推
進
課
内

に
農
業
委
員
会
事
務
局
が
配
置
さ

れ
る
。
農
業
推
進
課
長
以
外
に
、

管
理
職
で
あ
る
参
事
を
事
務
局
長

と
し
て
配
置
し
、
専
任
の
課
長
補

佐
を
配
置
。
課
員
に
つ
い
て
も
現

状
の
人
数
を
確
保
し
た
上
で
業
務

に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
体
制
で
進
め
て
い
き
た
い
。

園
部
公
園
の
再
整
備

都
市
計
画
公
園
事
業
の
詳
細

は
。本

年
度
の
計
画
は
、
小
向
山
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を
対
象
と
し

た
、
過
密
し
て
い
る
樹
木
の
伐
採

や
展
望
広
場
の
整
備
で
あ
る
。
噴

水
な
ど
の
既
存
施
設
の
整
理
や
イ※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
遊
具
の
設
置
、

芝
生
広
場
の
整
備
な
ど
、
歴
史
あ

る
特
色
も
入
れ
な
が
ら
世
代
間
共

存
、
子
育
て
世
代
交
流
や
定
住
促

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

対
象
者
と
子
育
て
世
帯
の
低
所

得
の
基
準
は
。

市
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

に
つ
い
て
は
、
１
世
帯
当
た
り
10

万
円
。
１
千
世
帯
を
見
込
ん
で
い

る
。
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
で

は
、
非
課
税
世
帯
と
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
を
対
象
と
し
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円

を
給
付
。
４
０
０
世
帯
６
０
０
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
整
備

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
整
備
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
小
学
校
各
校

で
同
じ
レ
ベ
ル
の
対
応
に
な
る
の

か
。デ

ジ
タ
ル
指
導
用
教
科
書
に
つ

い
て
は
、
５
年
度
に
小
学
校
の
採

択
が
あ
っ
た
の
で
、
６
年
度
か
ら

教
科
書
が
変
わ
る
。
ど
こ
の
学
校

も
同
じ
ク
ラ
ウ
ド
版
を
購
入
し
て

お
り
、
学
年
に
一
つ
ず
つ
購
入
し

て
各
教
室
で
使
用
が
で
き
る
こ
と

進
に
つ
な
が
る
公
園
の
再
整
備
を

２
年
間
の
計
画
で
実
施
す
る
。

下
水
道
料
金
の
適
正
額

下
水
道
事
業
は
誰
が
見
て
も
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
料
金
体
系
も

含
め
た
見
解
は
。

経
営
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
に

陥
っ
て
い
る
。
適
正
な
料
金
、
使

用
料
を
い
た
だ
く
の
は
不
可
欠
な

こ
と
だ
。
料
金
や
改
定
時
期
に
つ

い
て
説
明
が
果
た
せ
る
準
備
を
し

て
い
き
た
い
。

に
な
っ
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
整
備

事
業園

部
町
木
崎
町
と
城
南
町
に
ふ

れ
あ
い
広
場
を
設
置
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
工
程
と
今
後
の
管
理

運
営
は
。

５
年
度
で
基
本
設
計
が
終
わ

り
、
６
年
度
で
実
施
設
計
、
７
年

度
末
に
は
工
事
が
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
地
元
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
含
め

て
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

産
業
建
設 

分
科
会

文
教
厚
生 

分
科
会

日吉支所内にある定住促進サポートセンター

再整備が待たれる園部公園

整備が予定されている城南町の広場

一
般
会
計
は
じ
め
全
７
会

計
の
６
年
度
の
予
算
総
額

は
、
３
８
７
億
１
４
３
９
万

円
。一

般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
比
５
・
４
％
減
の
２
３
７

億
８
千
万
円
で
、
本
市
発
足

以
来
３
番
目
の
予
算
規
模
。

「
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

な
ど
社
会
構
造
の
変
化
等
に

よ
り
市
の
財
政
負
担
が
増

大
。
今
後
も
財
源
不
足
が
続

き
、
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
の
枯
渇
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
健
全

化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
既
存
事

業
の
大
幅
見
直
し
等
を
行
う

が
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ

て
発
展
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
に
は
挑
戦
し
て
い
く
予

算
」
と
の
市
長
の
説
明
で
し

た
。本

委
員
会
は
、
３
分
科
会

を
設
け
、
担
当
部
課
長
か
ら

施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
や

事
業
概
要
な
ど
詳
細
に
説
明

を
受
け
、
活
発
な
質
疑
や
意

見
を
交
わ
し
、
積
極
的
か
つ

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し

た
。全

体
会
で
は
、
福
祉
分
野

に
お
い
て
の
見
直
し
、
国
保

み
や
ま
診
療
所
の
運
営
、
介

護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

な
ど
２
名
の
委
員
か
ら
総
括

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
一
般
会
計
と
国

保
会
計
、
介
護
保
険
会
計
は

賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の
４

会
計
は
賛
成
全
員
で
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。分

科
会
で
の
審
査
過
程
に

お
い
て
、
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
や
意
見

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
執
行

段
階
に
お
い
て
十
分
精
査
の

上
、
適
切
に
対
応
さ
れ
る
よ

う
理
事
者
に
強
く
求
め
ま
し

た
。

※
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
遊
具
」
と
は

障
害
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
一
緒

に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
遊
具

の
こ
と
。
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委
員
長　

吉
田　
尋
子

予算特別委員会では、こんな議論になりました

予算特別
委 員 会
とは？



Pick Up!

1

電気・ガス・食料品等の物価高騰で生活費の負担が増えている
中、家計への影響が大きい低所得世帯に対し、物価・賃金・生活総
合対策として国の臨時交付金を財源に給付金を支給するものです。
支給額は、住民税均等割のみ課税世帯は1世帯当たり10万円、低所
得者の子育て世帯は、18歳以下の子ども1人当たり5万円。予算額
1億3510万円

旧4町単位で運営している学校給食共同調理場のうち、老朽化が
著しい園部と八木の既存の調理場を一カ所に集約するために調理場
を新たに設けるもので、工事に向けた設計業務などを行います。予
算額9133万円

以前から続いているコウモリによる被害を防止し、安全・安心な
学校教育環境を整備するため、美山小学校体育館の内壁の改修工事
を行います。予算額3905万円

家計への負担が大きい低所得世帯を国の給付金で支援

学校給食共同調理場新設へ　準備経費を計上

美山小学校体育館の内壁を改修

Pick Up!

4

Pick Up!

6

Pick Up!

7

Pick Up!

2

「南丹みやま診療所」等に医師として働く意思のある方に対し
て、研修や修学にかかる資金を貸与し、医師の確保を目指すもので
す。当該診療所で常勤医師として従事した場合は、貸与された奨学
金の返還が免除されます。新規事業で予算額180万円

診療所の医師確保を目指し、奨学金を貸与

身体障害者手帳等の交付を受けている方の医療費の自己負担額を
支援する福祉医療支給において、市独自に支給対象としている部分
（身体障害者3・4級ほか）を廃止し、府と同等の制度に変更しよ
うとする条例案ですが、「市心身障害児者年金条例の廃止条例」案
とともに否決しました。

「市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正」条例案など否決

家計負担が大きい物価高騰

令和８年度に開催する全国都市緑化フェア

老朽化した園部学校給食センター

改修工事を行う美山小学校体育館

国保南丹みやま診療所

京都丹波地域で令和8年度に開催される「全国都市緑化フェア」
に向けて、基本計画の策定などを行うもので、事業を推進する「全
国都市緑化フェアin京都丹波推進協議会」（京都府・南丹市・亀岡
市・京丹波町で構成）への負担金。予算額939万円

全国都市緑化フェアに向け 計画策定
Pick Up!

5

Pick Up!

3

6年度から8年度までの第9期介護保険事業計画が始まることか
ら、65歳以上の介護保険料を見直すものです。所得段階を11段階
から13段階に増やし、所得状況に応じて区分されている保険料率
の基準も改定。また、低所得者の軽減後の保険料額も改められま
す。基準額は月額6360円から6860円になります。

６年度から８年度の１号被保険者の介護保険料を決定

65歳以上の介護保険料を見直し
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3月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  議案・・・・・・
◆  報告・・・・・・
◆  意見書・・・・・

47件
2件
1件

会期　2 月 20 日〜 3 月 28 日

今号では、この中から次の
７つをピックアップします。



介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

９
期
の
計
画
で
は
、
所
得
の
低

い
方
々
の
負
担
を
下
げ
て
、
高
い

方
は
段
階
を
増
や
し
て
負
担
割
合

も
増
や
す
と
い
う
内
容
だ
が
、
軽

減
を
受
け
ら
れ
る
方
と
増
え
る
方

の
対
象
人
数
は
。

減
額
さ
れ
る
対
象
者
は
、
第
１

段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
、
３
年

間
で
１
万
１
５
９
９
人
。
割
合
は

36
・
５
％
に
な
る
。
高
所
得
者

は
、
10
段
階
か
ら
13
段
階
ま
で
、

３
年
間
で
６
０
７
人
。
割
合
は

１
・
９
％
に
な
る
。

総
務 

常
任
委
員
会

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
勤

務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
の
数
は
。

　
月
の
期
末
勤
勉
手
当
を
支
給

し
た
人
数
は
、
３
９
３
名
で
あ

る
。想

定
す
る
見
込
み
金
額
は
。

総
額
で
１
億
３
千
万
円
、
共
済

費
の
負
担
金
２
千
万
円
を
加
え
る

と
１
億
５
千
万
円
に
な
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

（
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
）

当
初
指
定
期
間
を
５
年
契
約
で

提
案
し
た
と
こ
ろ
応
募
者
が
な

く
、
２
年
に
短
縮
し
た
と
こ
ろ
株

式
会
社
ケ
ー
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
が

手
を
挙
げ
た
こ
と
に
対
し
、
ど
う

考
え
る
か
。

再
公
募
の
事
務
を
進
め
る
中

で
、
現
行
の
指
定
管
理
者
で
あ
る

株
式
会
社
ケ
ー
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス

の
意
向
を
伺
う
と
、
指
定
期
間
に

つ
い
て
は
５
年
の
方
が
人
材
確
保

や
設
備
投
資
の
面
で
は
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
が
、
新
し
い
こ
と
に
踏
み

込
ん
で
い
く
に
は
、
２
年
な
い
し

３
年
の
短
期
間
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

市
民
に
対
す
る
割
引
制
度
は
、

引
き
継
い
で
い
た
だ
け
る
の
か
。

割
引
年
間
パ
ス
は
、
継
続
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。指定管理施設のスプリングスひよし

第９期第1号被保険者の介護保険料
（令和6～8年度）

下
水
道
へ
の
無
断
接
続

諸
収
入
の
過
料
に
つ
い
て
、
３

件
で
15
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、

詳
し
い
説
明
を
。

市
公
共
下
水
道
条
例
５
条
に
よ

り
、
「
排
水
設
備
の
新
設
等
を
行

お
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め

そ
の
計
画
が
排
水
設
備
等
の
設
置

及
び
構
造
に
関
す
る
法
令
及
び
こ

の
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
管
理
者

の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

怠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

５
年
度（
債
務
負
担
）市
道
火
葬
場

線
道
路
改
良
工
事
請
負
契
約

入
札
状
況
の
説
明
を
求
め
る
。

予
定
価
格
３
億
８
１
５
７
万
９

千
円
を
低
入
札
価
格
調
査
制
度
で

発
注
し
た
。
14
社
の
応
札
が
あ

り
、
そ
の
中
で
、
低
入
札
価
格
調

査
の
基
準
を
下
回
っ
た
業
者
が
１

社
あ
っ
た
の
で
、
低
入
札
価
格
調

査
を
実
施
し
、
該
当
の
１
社
に
必

医
師
確
保
奨
学
金
等
の
貸
与
に
関

す
る
条
例
の
制
定

府
北
部
５
市
３
町
で
制
度
化
さ

れ
て
い
る
が
、
医
師
確
保
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

医
師
確
保
の
実
績
で
は
、
京
丹

後
市
で
23
名
の
制
度
利
用
者
の
う

ち
７
名
の
常
勤
医
師
が
勤
務
。

舞
鶴
市
で
は
43
名
の
制
度
利
用
者

の
う
ち
13
名
の
常
勤
医
師
が
勤

務
。
近
隣
の
京
丹
波
町
で
は
、
１

名
の
制
度
利
用
者
が
常
勤
医
師
と

し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
。

要
書
類
の
提
出
を
求
め
、
厳
密
な

審
査
を
実
施
し
た
結
果
、
適
正
で

あ
る
と
判
断
し
、
落
札
を
決
定
し

た
。

市
京
都
新
光
悦
村
企
業
立
地
促
進

条
例
の
一
部
改
正

本
条
例
の
改
正
は
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
に
連
動
し
た
も
の
か
。

制
度
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
奨

励
金
の
効
果
が
あ
ま
り
発
揮
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
一
昨
年
か
ら
検
討
し
て
き
た

も
の
で
あ
る
。

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

空から見た京都新光悦村

市長公室、総務部、地域振興部、会計課、議会事務局、監査委員、
公平委員会、選挙管理委員会、固定資産評価審査委員会

教育委員会の所管変更により、
「厚生常任委員会」は「文教厚生常任委員会」となりました。

市民部、福祉保健部、教育委員会

農林商工部、土木建築部、上下水道部、農業委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

12
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常任委員会の名称と所管が変わりました。

総務常任委員会

〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました



■ 6年度南丹市一般会計予算に対する附帯決議

河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

基準額を値上げすることによって第1段階から第3段階までの軽減後額までも新たな負担を求めるも
のである。相次ぐ物価の高騰と上がらない賃金、上がらない年金などによる生活の困窮が広がっている
もと、低所得者層の生活を直撃するものであり、反対する。

河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

「国保南丹みやま診療所」に関して、人口減を理由とし受診者数の減少を見込んでいる。直営化で職
員数の削減、医療体制が縮小されたが、経営収支は改善されず、住民にとっては使いづらい診療所に
なっているのが実態である。医療に対する不安が人口の減少に拍車をかけている。市当局側の失政に原
因があり今予算は従来の延長線上のものである。

■ 6年度南丹市国民健康保険事業特別会計予算

■ 6年度南丹市介護保険事業特別会計予算

■ 南丹市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

■ 南丹市介護保険条例の一部改正

■ 南丹市心身障害児者年金条例の廃止

河野　啓介 議員

河野　啓介 議員

吉田　尋子 議員

樋口　浩之 議員

反　対

反　対

反　対

日本共産党議員団

日本共産党議員団

つなぐ

新誠会

新誠会

財政健全化プランに基づく予算編成。合併特例債の無理な活用は執行と返済に不確定要素が多
く、一層の財政負担を招く恐れがある。福祉削減は拙速であり理由と目的が明確でないことが予算
すべてにおいて共通する中身である。無理な合併が今日の困難を生み出した原因で「将来につなが
り希望が持てる自治体」の姿とは程遠いというのが現状。

改正案の提出理由は、財政が厳しいからこの制度全体を見直しあるいは切り捨てるというだけの
ものである。一方で影響を受ける人が多数の低所得層となっている。この条例で定められた制度が
府下で最高水準のものであるというのは誇るべき市の財産である。これをなくしてしまうというこ
とは自治体としての在り方そのものが問われる問題になる。

福祉医療費給付事業の見直しは、医療費の自己負担額を給付する市独自分を廃止する内容で、大
変多くの障害のある方に影響を及ぼす。心身障害児者年金の廃止も同様である。本市の厳しい財政
状況下、財政の健全化については一定理解するが、この2件の事業を、対象者への十分な説明を尽
くすことなく性急に見直すことは市民の理解を得られるものではない。

本市の財政運営は今のままでは、財政調整基金が11年度に、すべての基金は14年度で枯渇す
る。16年度頃には一般会計の赤字額が基準額を上回り、夕張市のように財政再生団体に陥る。危
機的な本市の財政状況である中で、市長提案の財政健全化プランに基づく予算案は、未来を俯瞰
し、覚悟を持って、政治決断をされた勇気ある提案であり評価する。

今回の削減案は合併時に定められた助成内容を持続可能な内容に見直すものである。特に福祉関
係の補助削減は合併以来見送られ続けてきたが、財政破綻への危機が高まる中、財政健全化プラン
を後退させることは財政破綻へと時計の針を進めることになる。南丹市の未来を見据え未来の市民
に対しても恥じることのない決断をしたいと考え賛成する。

■ 6年度南丹市一般会計予算

賛　成

賛　成

討 論 議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？

　村　好高 議員
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反　対 新誠会

附帯決議とは「可決案件についての議会の要望等を指す。この要望等が強い場合、案件に対し修正の
動議を出し、それほどでもない時に附帯決議案を提出し可決する」とされている。今回の附帯決議内容
は余りにも大きく、附帯決議に似合わない。本市議会の資質が疑われる。また、内容についても財政健
全化プランに逆行するものであり賛同できない。

　村　好高 議員



会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
議　員　団 公明党 新風会

谷
尻　
宣
雄

小
中　
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尋
子

山
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秋
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谷
尻　
昌
史

前
田　
義
明

仲
村　
　
学

村　
好
高

堤　
　
博
明

樋
口　
浩
之

八
木　
信
樹

若
井　
睦
巳

村
山　
好
明

下
間　
康
広

小
林　
　
毅

河
野　
啓
介

平
田　
聖
治

木
戸　
德
吉

塩
貝　
孝
之

木
村　
　
裕

6年度南丹市一般会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
6年度南丹市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
6年度南丹市介護保険事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
南丹市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正 否決 × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 退席 退席 退席 退席 × × × × × ×
南丹市介護保険条例の一部改正 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
南丹市心身障害児者年金条例の廃止 否決 × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 退席 退席 退席 退席 × × × × × ×
6年度南丹市一般会計予算に対する附帯決議 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯ ◯ ◯ ◯
監査委員の選任につき同意を求めること 同意 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ 欠席 ◯◯ ◯ ◯ ※

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案

賛成全員で可決した議案

〈 ○は賛成　×は反対 〉

あらゆる手段で 広報に努力する
見直しについて 十分な説明が必要では

A
Q

一般質問3日間14人の
区分 結果

議案

可決

同意

撤回請求 承認
意見書 可決

6年度南丹市土地取得事業特別会計予算
6年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計予算
6年度南丹市水道事業会計予算
6年度南丹市下水道事業会計予算
南丹市医師確保奨学金等の貸与に関する条例の制定
南丹市会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例等の一部改正
南丹市立学校体育施設利用条例の一部改正
南丹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市立保健福祉センター設置条例の一部改正
南丹市京都新光悦村企業立地促進条例の一部改正
南丹市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
南丹市日吉はーとぴあ設置条例の廃止
南丹市道路路線の認定
南丹市道路路線の変更
公の施設の指定管理者の指定（スプリングスひよし）
南丹市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
南丹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
5年度南丹市一般会計補正予算（第6号）
5年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）
5年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）
5年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）
5年度南丹市水道事業会計補正予算（第4号）
5年度南丹市下水道事業会計補正予算（第3号）
5年度（債務負担）市道火葬場線道路改良工事請負契約
南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
地方自治法第180条第1項の規定に基づく市長専決処分事項の一部改正
南丹市議会委員会条例の一部改正
公平委員会委員の選任につき同意を求めること
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
教育委員会教育長の任命につき同意を求めること
教育委員会委員の任命につき同意を求めること
南丹市職員の給与に関する条例の一部改正
非平時にかかる地方自治法の改正にあたっては地方自治の本旨が守られることを求める意見書（案）

６
年
度
当
初
予
算
は
、

公
共
施
設
の
在
り
方
、
補

助
金
、
市
独
自
事
業
な
ど

の
見
直
し
に
取
り
組
む
財

政
健
全
化
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
予
算
で
、
市
民
生
活
に

直
接
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

見
直
し
に
つ
い
て
市
民
の

理
解
を
求
め
る
に
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
と
改
善
の

必
要
性
、
公
共
施
設
の
在

り
方
、
補
助
金
等
や
市
独

自
事
業
な
ど
、
見
直
し
項

目
の
全
体
像
と
取
り
組
み

の
年
次
計
画
、
さ
ら
に
は

見
直
し
す
る
個
別
事
項
に

つ
い
て
、
そ
の
理
由
や
先

行
実
施
す
る
理
由
な
ど
十

分
な
説
明
が
必
要
と
考
え

る
が
。

関
係
者
と
の
調
整
も
必

要
で
あ
り
、
現
時
点
で
見

直
し
の
全
体
像
は
示
せ
な

い
が
、
単
に
歳
出
を
削
減

す
る
こ
と
を
目
的
に
す
る

の
で
は
な
く
、
財
政
健
全

化
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

収
支
不
足
が
改
善
す
れ
ば

将
来
に
つ
な
が
る
新
た
な

政
策
も
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
市
長
は
「
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
や
広
報
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
、
い
ろ
ん
な
手
段
を

用
い
て
市
民
に
財
政
の
現

状
を
訴
え
、
ま
た
、
説
明

会
も
実
施
し
て
い
き
た

い
」
と
し
、
広
報
な
ん
た

ん
12
・
１
月
号
で
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
特

集
さ
れ
た
が
、
市
民
に
対

す
る
説
明
が
十
分
と
考
え

る
の
か
。

昨
年
の
６
・
７
月
号
や

12
月
・
１
月
号
の
広
報
紙

に
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
な

ど
に
つ
い
て
掲
載
し
た

が
、
広
報
紙
は
じ
め
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
市

民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

努
力
を
引
き
続
き
し
て
い

き
た
い
。

避
難
所
に
お
け
る
災
害
応

急
対
応
は
十
分
か

能
登
半
島
地
震
は
、
正

月
に
、
し
か
も
観
光
地
で

起
き
た
こ
と
か
ら
、
住
民

だ
け
で
な
く
帰
省
客
や
観

光
客
も
被
災
し
、
大
勢
の

避
難
者
が
避
難
所
に
身
を

寄
せ
た
こ
と
で
、
避
難
所

で
は
被
災
直
後
か
ら
数
日

の
間
、
物
資
不
足
に
悩
ま

さ
れ
た
と
聞
く
。
本
市
の

防
災
備
蓄
品
の
備
蓄
数
量

は
、
住
民
以
外
に
多
く
の

滞
在
者
が
い
る
場
合
で
も

対
応
で
き
る
の
か
。

非
常
食
に
つ
い
て
は
、

人
口
の
10
％
程
度
を
想
定

し
て
１
万
食
程
度
確
保
し

て
い
る
が
、
大
災
害
に
な

る
と
到
底
足
り
な
い
の

で
、
13
の
企
業
・
団
体
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

の
供
給
に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
、
優
先
的
に
物
資

を
確
保
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
ど
こ
ま

で
準
備
す
れ
ば
万
全
か
は

非
常
に
難
し
い
。
備
蓄
品

に
は
期
限
が
あ
る
も
の
も

あ
り
、
備
蓄
に
大
き
な
倉

庫
も
必
要
で
、
限
界
が
あ

る
。避

難
所
に
お
け
る
ト
イ

レ
の
確
保
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
。
本
市
の
携
帯

ト
イ
レ
や
簡
易
ト
イ
レ
の

備
蓄
の
現
状
と
課
題
は
。

既
存
の
洋
式
ト
イ
レ
に

設
置
し
て
使
う
簡
易
ト
イ

レ
は
８
０
０
回
分
、
簡
易

組
立
式
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ト
イ
レ
は
本
体
が
40
個
、

排
泄
物
を
入
れ
る
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
は
２
０
９
４
回
分

備
蓄
し
て
い
る
。
避
難
者

数
を
３
千
人
と
し
た
場

合
、
避
難
所
す
べ
て
の

ト
イ
レ
が
機
能
し
な
く
な

れ
ば
十
分
な
数
で
は
な
い

が
、
必
要
な
数
量
を
保
管

す
る
に
も
限
界
が
あ
る
。

協
定
し
て
い
る
企
業
・
団

体
か
ら
の
物
資
の
供
給
で

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

・放課後児童クラブの施設整
　備について
・JR西日本胡麻・園部～亀
　岡間の列車運行本数の回復
　について

その他の質問

災害に備えて備蓄品を保管する防災倉庫財政問題について掲載された広報紙

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

代 表 質 問

※除斥（じょせき）対象のため退席

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。
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６
年
度
一
般
会
計
予
算

は
昨
年
に
発
表
さ
れ
た

「
南
丹
市
財
政
健
全
化
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
「
基

金
に
依
存
す
る
赤
字
体
質

か
ら
の
脱
却
」
を
実
現
す

る
た
め
に
既
存
事
業
の
大

幅
見
直
し
や
新
た
な
歳
入

の
確
保
な
ど
、
市
政
集
中

改
革
の
初
年
度
と
し
て

「
大
ナ
タ
」
を
振
る
っ
た

予
算
編
成
と
な
っ
た
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
負
担
を
強

い
る
予
算
で
あ
る
が
、
各

種
見
直
し
に
お
け
る
優
先

順
位
は
。

当
初
の
予
算
要
求
額
は

財
源
不
足
が
約
30
億
円
で

あ
っ
た
。
市
民
の
皆
さ
ま

が
よ
り
幸
福
に
な
る
た
め

に
職
員
は
要
求
し
て
く
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
賄
う

財
政
調
整
基
金
が
23
億
円

の
み
で
、
予
算
不
足
か
ら

健
全
化
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
優
先
順
位
は
つ
け

ず
に
、
準
備
が
で
き
た
と

こ
ろ
か
ら
財
政
を
見
直
し

財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
は
、
歳
出
の
削
減
・
歳

入
の
増
加
を
一
体
と
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

財
源
不
足
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
新

た
な
方
策
・
施
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
り
組
み
は
、
環
境

整
備
に
力
点
を
お
い
た

中
、
数
々
の
課
題
が
見
え

て
き
た
。
ま
た
、
職
員
数

が
限
ら
れ
て
い
る
中
、
他

部
署
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
も
必
要
と
な
る
。
６
年

度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
市

場
に
お
け
る
各
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
基
に
、
よ
り
ニ
ー
ズ

の
高
い
返
礼
品
の
開
発
と

体
験
型
返
礼
品
の
充
実
を

図
る
と
共
に
歳
入
増
加
・

新
た
な
取
り
組
み
の
状
況

等
を
見
な
が
ら
マ
ン
パ

ワ
ー
の
増
強
も
前
向
き
に

た
。
削
減
の
内
容
と
し
て

は
市
役
所
内
部
の
事
務
費

な
ど
の
物
件
費
、
職
員
の

時
間
外
手
当
の
削
減
努

力
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
総
額
の
抑
制
、
補

助
金
の
削
減
な
ど
、
合
併

時
か
ら
引
き
継
ぐ
他
市
町

に
比
べ
て
高
い
水
準
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
、
公

共
施
設
の
廃
止
な
ど
で
あ

る
。財

政
健
全
化
プ
ラ
ン
に

よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は

11
年
に
財
調
が
枯
渇
し
予

算
が
組
め
な
く
な
る
危
機

的
状
況
が
迫
る
中
、
市
長

の
「
そ
う
な
っ
た
ら
あ
か

ん
」
と
の
強
い
危
機
感
か

ら
、
こ
こ
が
正
念
場
と
し

て
、
こ
の
４
年
間
財
政
を

切
り
詰
め
て
、
持
続
可
能

な
自
治
体
に
し
て
い
く
覚

悟
が
見
え
る
予
算
編
成
で

あ
る
。
こ
の
決
断
は
相
当

な
批
判
が
想
像
で
き
る
中

で
、
政
治
家
と
し
て
未
来

を
見
据
え
た
勇
気
あ
る
英

検
討
し
推
し
進
め
る
。

地
震
に
対
す
る
本
市
の
備

え
は能

登
半
島
の
大
規
模
地

震
で
多
く
の
被
害
が
発
生

し
た
。
今
後
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
等
の
大
規
模
地
震

が
発
生
し
た
場
合
の
命
を

守
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
対

す
る
本
市
の
備
え
は
。

地
震
発
生
時
は
、
多
種

多
様
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

影
響
を
及
ぼ
す
。
特
に
、

電
気
関
係
・
上
下
水
道
施

設
・
通
信
設
備
・
道
路
に

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と

想
定
し
て
い
る
。
ど
れ
も

命
を
守
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
の
で
、
南
丹
市
地

域
防
災
計
画
の
災
害
計
画

編
に
基
づ
き
対
応
を
進
め

て
い
く
。

本
市
の
避
難
施
設
の
耐

震
状
況
と
今
後
の
対
応

は
。本

市
の
課
題
は
、
災
害

対
応
に
当
た
る
職
員
の
減

断
と
大
い
に
評
価
す
る
。

た
だ
、
職
員
の
給
与
削
減

は
士
気
を
下
げ
る
の
で
は

な
い
か
。

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
福
祉
制
度
ま
で
踏
み

込
ん
で
削
減
を
お
願
い
す

る
中
で
、
職
員
に
は
大
変

苦
し
い
思
い
を
さ
せ
る

が
、
や
は
り
共
に
辛
抱
を

お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
ま
で
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
財
政
状
況

で
あ
る
。

６
年
度
予
算
の
中
で
市

民
の
皆
さ
ま
、
職
員
に
も

明
る
い
未
来
、
希
望
が
持

て
る
よ
う
な
施
策
は
。

企
業
立
地
の
環
境
整
備

と
し
て
園
部
Ｉ
Ｃ
周
辺
、

八
木
東
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
整

備
。
新
た
な
民
間
こ
ど
も

園
の
誘
致
。
都
市
公
園
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
子

ど
も
が
遊
べ
る
よ
う
な
環

境
整
備
。
学
力
向
上
を
目

指
す
た
め
の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

導
入
。
学
校
給
食
施
設
の

少
や
、
施
設
の
維
持
管
理

経
費
の
負
担
や
老
朽
化
で

あ
る
。
今
後
、
収
容
避
難

施
設
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
、
６
年
度
の
一
定
の

時
期
に
見
直
し
を
進
め
て

い
き
た
い
。

子
供
等
の
防
犯
・
事
故
等

の
防
止
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

子
供
の
通
学
時
の
見
守

り
は
、
防
犯
協
会
・
保
護

者
・
地
域
の
方
々
が
活
動

さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
的

に
は
、
子
供
が
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
故
が
あ

る
。

　
ま
た
、
近
年
、
急
速
な

高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

中
、
高
齢
者
等
の
徘
徊
等

が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
防
犯
・
事
故

等
の
対
策
と
し
て
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
が
有
効
と

思
わ
れ
る
が
計
画
的
な
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
の
考
え

は
。防

犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
阻

新
設
着
手
な
ど
で
あ
る
。

小
学
校
跡
地
利
活
用
の
今

後
は昨

年
12
月
11
日
に
、
閉

校
と
な
っ
た
施
設
を
管
理

す
る
五
つ
の
地
域
振
興
会

か
ら
、
現
状
の
指
定
管
理

料
で
７
年
度
以
降
も
継
続

し
て
指
定
管
理
し
た
い
旨

の
要
望
書
が
出
さ
れ
た

が
、
市
か
ら
の
説
明
で
は

全
く
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
ど
う
す
る
の
か
。

要
望
書
の
中
身
は
承
知

し
て
い
る
。
７
年
度
、
８

年
度
の
２
年
間
に
限
り
、

経
過
措
置
と
し
て
、
指
定

管
理
は
０
円
だ
が
、
活
動

費
用
と
し
て
一
つ
の
団
体

に
上
限
１
５
０
万
円
の
補

助
金
を
創
設
し
た
い
。

止
・
検
挙
の
た
め
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
に
も
必
要

な
機
材
で
あ
る
。
現
在
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
防
犯
、

見
守
り
活
動
を
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
が
、
24
時
間

全
て
の
場
所
を
見
守
る
の

は
不
可
能
で
あ
る
。
近
年

は
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ

る
徘
徊
等
が
増
加
傾
向
で

あ
る
。
ま
た
、
子
供
の
通

学
途
上
で
の
事
件
も
発
生

し
て
い
る
中
、
防
犯
カ
メ

ラ
に
よ
る
対
策
は
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
後

は
、
民
間
の
取
り
組
み
に

も
期
待
し
啓
発
を
行
う
。

ま
た
、
本
市
の
公
用
車
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
も

有
効
活
用
し
て
い
く
と
共

に
、
市
民
の
方
々
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
願
い
し
、

事
故
や
犯
罪
防
止
に
つ
な

げ
た
い
。

優先順位をつけず、可能な所から見直した予算
予算編成における各種見直しの優先順位は

A
Q

村　好
よしたか

高  議員新誠会

状況を見極め前向きな取り組みを行う
ふるさと納税の取り組みで財政改革を

A
Q

代 表 質 問代 表 質 問

にしむら

昨年１０月に作成された「南丹市財政健全化プラン」防災訓練の様子 現状の指定管理を求める新庄地域活性化センター臨時避難所

村
むらやま

山　好
よしあき

明  議員活緑クラブ
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２
月
14
日
の
新
聞
報
道

に
よ
る
と
、
「
大
幅
歳
出

削
減
踏
み
込
む
」
と
大
き

な
見
出
し
と
共
に
補
助
金

カ
ッ
ト
、
施
設
再
編
、
ま

た
、
市
長
「
聖
域
な
し
で

抑
え
る
」
と
、
南
丹
市
令

和
６
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
掲
載
さ
れ
た
。
主
な
内

容
は
公
共
施
設
の
廃
止
、

休
止
、
各
補
助
金
の
見
直

し
、
市
単
独
事
業
の
見
直

し
、
人
件
費
の
削
減
等
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。
予
算

案
は
財
政
健
全
化
プ
ラ

ン
、
６
年
度
か
ら
９
年
度

の
４
年
間
実
施
す
る
こ
と

を
基
準
に
６
年
度
の
取
り

組
み
が
示
さ
れ
た
。
特
に

削
減
の
中
で
人
件
費
の
削

減
額
が
突
出
し
て
い
る
。

一
方
、
世
間
で
は
賃
金
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
大
き
く

報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
人
材
確
保
に
向
け
て
の

取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
市

の
財
政
が
厳
し
い
こ
と
は

本
市
の
防
災
計
画
の
現
状

は
？地

震
に
対
す
る
備
え
は

い
つ
い
か
な
る
と
こ
ろ
で

も
必
要
で
あ
る
。
①
南
丹

市
地
域
防
災
計
画
と
の
現

状
と
主
な
改
定
内
容
は
。

②
道
路
寸
断
で
の
救
助
支

援
活
動
、
孤
立
集
落
へ
の

対
応
は
。
③
緊
急
時
の
通

信
手
段
の
確
保
は
。

①
本
年
４
月
改
定
。
主

な
内
容
は
、
大
雪
、
個
別

避
難
計
画
、
避
難
所
運

営
、
感
染
症
対
策
、
車
中

避
難
所
計
画
を
加
え
た
こ

と
な
ど
。
②
交
通
規
制
や

道
路
標
識
等
の
設
置
、
交

通
情
報
の
収
集
と
広
報
、

長
期
に
は
代
替
の
道
路
を

設
置
。
道
路
、
通
信
、

水
、
食
料
等
、
孤
立
に
は

本
復
旧
や
仮
復
旧
、
資
材

の
運
搬
等
の
対
応
。
③
無

線
網
、
移
動
系
無
線
、
衛

星
電
話
の
整
備
。
災
害
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
も
運

用
し
て
い
る
。

重
々
承
知
し
て
い
る
が
、

職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
は
私

自
身
理
解
し
が
た
い
も
の

で
あ
る
。
市
長
も
悩
み
抜

い
た
上
で
の
決
断
と
理
解

す
る
が
ど
う
か
。

推
察
通
り
、
か
な
り
悩

ん
だ
。
福
祉
政
策
に
切
り

込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
な
り
に
市
民
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
う
こ
と
で
全
体
と
し
て

痛
み
を
分
か
ち
合
う
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
み
ん
な

で
痛
み
を
伴
い
な
が
ら
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
。

美
山
地
域
に
お
け
る
今
後

の
教
育
の
在
り
方
は

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
教
育
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
児
童
生
徒
数
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
前
教
育
長
の
答
弁
で

は
合
併
時
よ
り
８
０
０
人

減
っ
て
い
る
と
の
答
弁
で

避
難
所
の
在
り
方

①
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
避
難
所
指
定
場
所

へ
の
設
置
と
、
広
報
が
必

要
で
は
。
②
各
避
難
所
へ

男
女
２
人
の
行
政
担
当
者

を
配
置
す
る
に
は
人
的
補

償
が
困
難
で
は
。
③
収
容

避
難
所
の
旧
小
学
校
跡
地

は
存
続
に
関
し
て
不
透
明

で
は
。
④
二
次
避
難
所
の

災
害
対
応
は
。
⑤
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
確
保
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
の
支
援
、
女
性

職
員
配
置
へ
の
方
針
は
。

⑥
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
。
１
カ
所
の
大
型
施
設

は
、
被
害
を
受
け
た
場
合

に
機
能
不
全
の
可
能
性
が

高
い
。
リ
ス
ク
分
散
で
各

学
区
ご
と
へ
設
置
し
て

は
。①

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。
各
避
難
所

に
配
置
し
、
存
在
の
啓
発

を
進
め
る
。
②
交
代
要
員

を
含
む
４
名
を
１
カ
所
当

た
り
に
割
り
当
て
る
。
長

あ
っ
た
。
著
し
い
減
少
で

あ
る
。
と
り
わ
け
美
山
地

域
に
お
い
て
は
、
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
認
識

す
る
。
新
聞
の
出
生
欄
を

見
て
い
て
も
美
山
地
域
で

の
出
生
は
ま
れ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

美
山
小
学
校
の
施
設
は
大

変
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
当
初
予
算
に
お
い
て

体
育
館
の
改
修
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

校
舎
等
の
改
修
工
事
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
ど
う

か
。美

山
小
学
校
の
校
舎
は

築
14
年
経
過
し
て
い
る
。

体
育
館
の
改
修
に
つ
い
て
は

６
年
度
予
算
に
計
上
し
た
。

校
舎
は
現
在
の
と
こ
ろ
大

規
模
改
修
計
画
は
な
く
、

設
備
等
に
不
具
合
が
生
じ

た
時
に
修
繕
を
行
う
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
在
り
方
は

新
聞
報
道
で
「
南
丹

期
化
し
た
場
合
は
交
代
要

員
を
追
加
し
負
担
を
軽
減

す
る
。
③
配
置
の
見
直
し

と
指
定
施
設
の
見
直
し
を

す
る
。
④
15
の
施
設
お
よ

び
高
齢
者
施
設
、
障
害
者

施
設
等
と
協
定
を
締
結
。

一
律
に
各
施
設
に
割
り
当

て
な
い
。
⑤
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
確
保
に
段
ボ
ー
ル
製

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
設
置
、

避
難
所
テ
ン
ト
も
ス
ト
ッ

ク
。
女
性
職
員
の
配
置
を

進
め
る
。
⑥
被
災
し
に
く

い
施
設
を
作
る
。
広
範
に

被
災
し
た
場
合
、
そ
も
そ

も
給
食
を
提
供
す
る
学
校

教
育
活
動
が
困
難
に
な

る
。
（
教
育
長
）
施
設
の

老
朽
化
に
対
す
る
対
応
が

最
優
先
課
題
。

原
発
は
停
止
、
廃
炉
を
求

め
る原

子
力
災
害
は
、
要
因

で
あ
る
発
電
所
が
な
け
れ

ば
起
こ
り
よ
う
が
な
い
。

住
民
の
安
全
と
安
心
の
た

市
、
旧
小
学
校
10
施
設
管

理
団
体
に
２
年
経
過
措

置
」
と
あ
っ
た
。
今
後
、

譲
り
受
け
か
返
還
か
を
協

議
す
る
た
め
の
経
過
措
置

で
あ
る
。
指
定
管
理
料
で

は
な
く
補
助
金
で
あ
る
。

２
年
間
、
検
討
し
て
結
果

を
出
す
と
の
こ
と
で
あ
る

が
。具

体
的
な
活
用
策
が
ま

だ
模
索
中
で
、
一
定
の
方

向
づ
け
が
で
き
て
い
な

い
。
ま
た
、
悩
ん
で
い
る

の
は
体
育
館
で
あ
る
。
地

元
と
し
て
何
か
の
時
や
、

ま
た
社
会
体
育
的
な
活
用

で
残
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

３
年
間
検
討
し
て
い
く

中
で
も
大
き
な
課
題
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
実
態
に
合
っ
た
話
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。

め
に
も
原
発
の
稼
働
停

止
、
廃
炉
を
求
め
る
べ
き

で
は
。

市
長
会
で
も
議
論
し
て

い
る
。
適
切
な
場
所
で
要

望
、
問
題
点
の
指
摘
を
国

に
対
し
て
行
う
。
原
発
へ

の
懸
念
は
十
分
理
解
す

る
。

み
や
ま
診
療
所　
災
害
へ

の
備
え
と
し
位
置
づ
け
を

国
保
み
や
ま
診
療
所
は

山
間
へ
き
地
で
の
備
え
と

し
て
も
重
要
な
施
設
。
防

災
の
た
め
の
災
害
拠
点
と

し
て
抜
本
的
な
充
実
が
必

要
。
根
本
的
な
転
換
を
求

め
る
。

安
定
的
な
医
療
専
門
職

の
確
保
が
困
難
。
本
市
と

し
て
経
費
の
負
担
に
は
耐

え
ら
れ
な
い
。
京
都
中
部

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
そ

の
役
割
を
担
う
。

全体で痛みを分かち合い、難局を乗り越える
職員の給与カットは理解しがたい

A
Q

多様な視点で必要に応じて改定を行っている
本市防災計画の現状と主な改定内容は

A
Q

代 表 質 問代 表 質 問

サビが目立つランチルームと校舎の屋根の早期改修をみやま診療所を地域防災医療の拠点としても充実を 体育館・グラウンドの有効活用が求められる平屋地域活性化センター山間地の多い南丹市こそ日頃の備えが求められる

木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党議員団
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命をつなぐボランティアともいわれる献血
献血に協力する若年層が減少傾向にあるが

本
市
の
献
血
の
状
況

は
。市

内
の
身
近
な
場
所
で

赤
十
字
セ
ン
タ
ー
の
採
血

車
に
よ
る
献
血
を
行
っ
て

い
る
。
５
年
度
は
延
べ
16

日
間
、
17
カ
所
で
計
画
し

市
内
の
大
学
に
お
い
て
も

４
回
実
施
し
た
。

献
血
者
の
人
数
は
。

２
年
７
６
８
人
、
３
年

７
５
１
人
、
４
年
６
８
９

人
で
あ
る
。

献
血
に
よ
り
安
定
的
な

血
液
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
若
年
層
の
献
血
者
を

い
か
に
増
や
す
か
が
喫
緊

の
課
題
と
考
え
る
が
。

（
市
長
）
市
内
の
大
学

に
お
い
て
も
献
血
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

的
に
展
開
さ
れ
る
愛
の
献

血
助
け
合
い
運
動
や
「
は

た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
併
せ
て
広
報
を

行
っ
て
い
る
。

（
教
育
長
）
毎
年
10
月

に
小
学
生
に
対
し
て
日
本

赤
十
字
社
か
ら
提
供
を
受

け
て
い
る
「
み
ん
な
で
学

ぼ
う
血
液
の
こ
と
」
と
い

う
冊
子
を
配
布
し
て
い

る
。
中
学
生
に
対
し
て

は
、
厚
労
省
よ
り
提
供
を

受
け
た
理
解
促
進
ポ
ス

タ
ー
を
校
内
に
掲
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ

て
児
童
生
徒
が
社
会
奉
仕

の
心
を
培
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
献
血
に
対
す
る
理

解
も
深
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

・児童生徒等の健康診断につ
　いて
・学校施設の点検状況と老朽
　化対策について

A
Q

その他の質問

愛の献血助け合い運動にご協力を

地元と話し合いを持ちながら着地点を探したい
地域活性化センターの今後は

市
の
説
明
会
で
示
さ
れ

た
回
答
は
、
地
元
団
体
か

ら
の
要
望
書
を
考
慮
し
た

上
で
の
も
の
か
。

要
望
書
の
意
向
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
廃
校
跡
を
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
く
か
、
あ
る
い
は
着

地
点
を
見
出
し
て
い
く
か

検
討
を
進
め
た
結
果
で
あ

る
。
お
お
む
ね
10
年
が
迫

る
中
で
、
２
年
間
猶
予
す

る
こ
と
で
、
３
年
間
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
を
確
保

し
、
地
域
振
興
に
な
る
よ

う
な
活
用
の
仕
方
を
追
求

し
た
い
。

人
が
集
ま
る
場
所
と
し

て
残
す
方
法
は
な
い
か
。

地
域
振
興
に
有
効
な
事

業
主
が
現
れ
た
場
合
、
そ

の
施
設
を
丸
ご
と
使
用
し

た
い
と
な
る
と
、
地
元
と

協
働
で
の
活
用
が
難
し
く

な
る
。
そ
の
と
き
は
地
元

に
そ
の
プ
ラ
ン
を
投
げ
か

け
、
一
定
の
判
断
を
し
て

も
ら
う
場
合
も
あ
る
と
考

え
る
。

残
さ
れ
た
３
年
で
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
議

論
の
場
を
持
っ
て
ほ
し

い
。市

長
に
就
任
し
た
後
、

各
地
を
回
っ
て
説
明
会
を

持
ち
、
一
定
の
期
限
を
明

確
に
伝
え
た
。
今
ま
で
は

一
律
の
動
き
を
し
て
き
た

が
、
個
別
の
対
応
を
し
な

が
ら
、
着
地
点
を
模
索
し

た
い
と
思
う
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

・日本人は相談が苦手という
　ことについて

A
Q

その他の質問

新庄地域活性化センター（新庄郷育館）

若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ

合
併
当
初
、
お
お
む
ね

10
年
と
さ
れ
て
き
た
支
所

に
つ
い
て
、
機
構
改
革
な

ど
に
よ
り
一
定
の
整
理
、

縮
小
も
さ
れ
て
き
た
が
、

い
ま
だ
支
所
は
残
っ
て
い

る
。
過
去
に
経
験
の
無
い

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し

て
い
る
中
に
お
い
て
、
現

状
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

す
ら
不
可
能
と
い
う
時
代

で
あ
る
。
今
後
の
支
所
の

在
り
方
に
つ
い
て
見
解

は
。合

併
18
年
が
経
過
し

た
。
こ
れ
ま
で
か
ら
支
所

の
機
能
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
幾
度
と
な
く
見
直

し
を
行
っ
て
き
た
。
い
わ

ゆ
る
支
所
の
体
制
、
人
員

を
縮
小
し
て
き
た
経
過
が

あ
る
。
災
害
時
の
初
期
対

応
の
問
題
も
含
め
て
、
支

所
を
直
ち
に
廃
止
す
る
と

い
う
思
い
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
ま
た
国
か
ら
も
支

所
設
置
に
つ
い
て
は
交
付

税
な
ど
で
も
見
て
い
た
だ

い
て
い
る
部
分
も
あ
り
全

て
単
費
の
持
ち
出
し
で
大

変
だ
と
い
う
よ
り
、
一
定

の
支
援
も
あ
る
と
い
う
こ

と
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
支
所
で
問
題
を
全
て

解
決
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
中
で
、
窓

口
で
相
談
し
な
が
ら
本
庁

に
つ
な
ぐ
と
、
時
間
的
に

は
か
か
る
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
で
く
る
中
で
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
的

に
市
の
職
員
が
支
所
で
仕

事
を
す
る
な
ど
、
自
宅
か

ら
近
い
職
場
に
出
勤
で
き

る
。
あ
る
い
は
育
児
や
介

護
の
負
担
が
大
き
い
職
員

に
つ
い
て
は
、
出
勤
場
所

も
変
更
す
る
よ
う
な
、
あ

る
い
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
も
柔
軟
に
対
応
す
る
よ

う
な
こ
と
も
、
今
す
ぐ
で

は
な
い
が
、
検
討
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
は
、
支
所
と
い
う
の
は

も
う
少
し
状
況
を
見
た
上

で
、
今
後
、
判
断
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
の
職
員
体
制
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の

職
員
の
減
少
は
、
国
か
ら

の
委
任
事
務
も
含
め
た
事

務
を
こ
な
す
に
は
限
界
で

あ
り
、
積
極
的
に
削
減
す

る
思
い
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
。
む
し
ろ
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
必
要
な
数
を

確
保
で
き
な
い
と
い
う
意

味
で
の
職
員
が
減
っ
て
い

る
と
い
う
部
分
は
あ
る

が
、
極
端
に
減
ら
し
て
い

く
、
そ
の
流
れ
で
支
所
を

廃
止
す
る
と
い
う
思
い
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

行
政
組
織
の
再
編
成
に
よ

る
地
域
振
興
部
の
整
理
を

地
域
振
興
部
が
多
く
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
部
署
を

再
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
効
率
化
や
人
材
の
確

保
と
い
う
面
に
お
い
て

も
、
行
政
組
織
の
向
上
が

図
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
の
見
解
は
。

体
制
を
考
え
て
い
く
上

で
は
組
織
の
問
題
や
人
材

の
問
題
も
あ
る
。
両
方
を

兼
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
地

域
振
興
部
に
つ
い
て
は
少

し
手
直
し
を
し
て
い
る

が
、
大
き
な
変
更
は
行
っ

て
い
な
い
。
組
織
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
上

で
、
あ
ま
り
大
き
く
な
り

過
ぎ
る
の
も
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
状
況
を
見
な
が

ら
、
現
在
の
地
域
振
興
部

の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、

固
定
化
し
た
も
の
よ
り

も
、
効
率
的
に
行
政
運
営

が
い
か
に
で
き
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
、
今
後
引
き

続
き
検
討
す
る
。

・新庁舎建設に係わる工事に
　ついて
・災害時における避難所及び
　防災基地について

その他の質問

支所を廃止するという思いはない
支所の再編は

A
Q

代 表 質 問

南丹市組織機構図本所新庁舎・八木支所・日吉支所・美山支所

塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員新風会

平
ひ ら た

田　聖
せ い じ

治  議員公明党
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財政状況を見極め、計画的に耐震化を図る
上水道施設の耐震化の現状と今後の対策は

能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
特

に
水
道
施
設
の
甚
大
な
被

害
に
よ
る
断
水
に
よ
っ
て

収
容
施
設
の
避
難
者
や
被

災
者
の
生
活
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
本

市
の
水
道
施
設
の
耐
震
化

の
現
状
と
今
後
の
対
策

は
。本

市
は
山
間
部
も
含
め

広
域
な
エ
リ
ア
の
中
、
水

道
施
設
が
多
数
存
在
し
て

い
る
。
創
設
当
時
に
設
置

さ
れ
た
よ
う
な
老
朽
化
し

た
施
設
も
抱
え
て
お
り
、

現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
お
ら
ず
、
地
震
に
対

す
る
備
え
が
十
分
と
は
言

え
な
い
現
状
で
あ
る
。
浄

水
場
、
配
水
池
、
ポ
ン
プ

場
の
施
設
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
た
施

設
が
多
く
、
将
来
の
水
需

要
を
勘
案
し
、
財
政
状
況

を
見
極
め
、
計
画
的
に
施

設
の
更
新
時
に
耐
震
化
を

図
る
考
え
で
あ
る
。
水
道

管
に
つ
い
て
も
、
老
朽
管

更
新
を
随
時
進
め
る
中
、

耐
震
性
の
あ
る
管
路
を
布

設
し
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
時
に
病
院
な
ど
の
防
災

施
設
へ
の
給
水
確
保
の
た

め
、
元
年
度
か
ら
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
耐
震

化
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
地
震
な
ど
の
非
常
事

態
に
お
い
て
も
、
給
水
確

保
が
図
れ
る
よ
う
、
今
後

も
計
画
的
に
進
め
て
い

く
。

・市政運営について

A
Q

その他の質問

計画的に進む水道管耐震化工事

市内に１カ所設けるよう検討する
災害時にペット同伴避難所を設けてはどうか

災
害
時
に
お
い
て
関
連

死
が
発
生
し
て
お
り
、

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
こ

と
が
原
因
で
避
難
所
に
入

れ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
た

め
、
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

ペ
ッ
ト
同
伴
施
設
を
１

カ
所
設
け
る
よ
う
検
討
し

問
題
点
や
課
題
を
整
理
し

て
い
き
た
い
。

能
登
半
島
地
震
に
お
け

る
本
市
の
支
援
状
況
は
。

府
と
連
携
し
七
尾
市
で

の
支
援
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
派
遣
職
員
は
早
朝
か

ら
夜
遅
く
ま
で
被
災
さ
れ

た
方
々
の
た
め
に
過
酷
な

状
況
下
で
尽
力
し
て
お

り
、
今
後
の
災
害
対
応
に

も
経
験
を
生
か
し
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
周
知

徹
底
を

緊
急
時
に
使
用
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
や
民
間

を
含
め
た
設
置
場
所
の

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
は
ど

う
か
。

設
置
状
況
に
つ
い
て
は

市
内
の
中
心
部
に
多
く
、

農
村
部
と
で
は
設
置
場
所

に
差
は
出
て
い
る
。
福
祉

法
人
や
民
間
事
業
者
と
連

携
し
マ
ッ
プ
作
成
を
進
め

る
よ
う
検
討
す
る
。

・地域防災計画の内容につい
　て
・耐震性について
・自主防災組織について

A
Q

その他の質問

AEDの設置場所を確認しておきましょう防災イベント「どうする避難所設営」

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会

ハザードマップや市のホームページに掲載している
避難所についての周知はどのように行っているか

避
難
所
の
周
知
は
情
報

の
発
信
だ
け
で
な
く
、
地

域
で
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
際
に
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
利
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
等
が
重
要
。

災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は

な
く
、
備
え
の
段
階
で
周

知
を
図
る
働
き
か
け
が
必

要
で
は
な
い
か
。

自
主
防
災
組
織
、
消
防

団
と
連
携
し
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
地
域
や
消
防
で
の
声

掛
け
を
お
願
い
し
た
い
。

収
容
避
難
所
の
受
け
入

れ
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
で
き

る
の
か
。

本
市
は
、
一
人
当
た
り

２
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
を
想
定

し
て
い
る
が
、
災
害
の
規

模
や
種
類
に
よ
っ
て
対
応

し
て
い
け
る
施
設
の
余
裕

は
あ
る
。

一
時
避
難
所
は
地
域
の

方
が
開
設
運
営
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
開
設
に
向

け
て
の
訓
練
な
ど
市
と
し

て
の
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

基
本
は
市
職
員
が
運
営

に
当
た
る
収
容
避
難
所
の

避
難
を
想
定
し
て
い
る
。

一
時
避
難
所
は
一
時
的
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。
備

蓄
品
が
必
要
な
場
合
は
支

所
な
ど
に
取
り
に
き
て
い

た
だ
き
た
い
。
災
害
の
状

況
に
よ
っ
て
困
難
な
場
合

は
、
相
談
に
応
じ
る
。

A
Q

一緒にやる取り組みを進めていきたい
本市をアピールできるブランドづくりを

過
去
２
年
、
市
主
導
で

農
業
支
援
と
し
て
先
進
的

な
講
習
な
ど
を
開
催
さ

れ
、
意
識
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

中
山
間
地
の
多
い
本
市

で
は
国
の
支
援
を
活
用

し
、
地
域
全
体
で
農
地
を

守
る
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
、規
模
や
形

態
が
異
な
る
農
家
が
活
躍

で
き
る
場
を
ど
う
作
る
の

か
が
大
切
な
課
題
と
な
る

の
で
、情
報
を
提
供
し
な
が

ら
伴
走
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

観
光
入
込
客
数
を
見
る

と
か
な
り
多
く
の
方
が
本

市
を
訪
れ
て
い
る
。
朝
市

等
で
扱
わ
れ
て
い
る
地
域

の
特
色
あ
る
農
産
物
を
生

か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
地
域
活
性

化
を
目
指
し
て
は
ど
う

か
。本

市
は
、
宿
泊
が
少
な

く
通
過
の
多
い
観
光
動
態

で
あ
り
、
買
い
物
さ
れ
る

量
も
少
な
い
の
が
課
題
で

あ
る
。
消
費
を
促
す
魅
力

づ
く
り
の
た
め
、
価
格
よ

り
品
質
を
重
視
し
て
他
市

に
は
な
い
希
少
価
値
の
あ

る
も
の
、
そ
し
て
本
市
由

来
の
堆
肥
や
消
化
液
な
ど

の
有
機
物
を
糸
口
に
、
小

ロ
ッ
ト
多
品
種
の
生
産
地

域
で
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。
行

政
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

力
も
借
り
な
が
ら
一
緒
に

や
る
取
り
組
み
を
前
に
進

め
て
い
き
た
い
。

・道路整備について

A
Q

その他の質問

学生達が作った、地域の特産品を販売している朝市を紹介したマップ

・保育の確保について

その他の質問

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ下
しもつま

間　康
やすひろ

広  議員活緑クラブ

吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ

市議会だより　かけはし73号　2024.5 22市議会だより　かけはし73号　2024.523



合併特例債の発行期限内に数々の事業を進めた
類似している市に比べ、公債費の支出が多いが

人
口
・
面
積
が
類
似
し

て
い
る
市
に
比
べ
、
公
債

費
を
約
８
億
円
多
く
支
出

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市

長
が
合
併
特
例
債
を
活
用

し
、
老
朽
化
し
た
施
設
の

耐
震
化
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

原
因
と
今
後
の
財
政
運
営

は
。今

日
に
至
る
ま
で
の
大

き
な
原
因
は
、
合
併
算
定

替
え
が
あ
る
内
に
、
公
共

施
設
の
整
理
と
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
を
し
て
い
き
な

が
ら
、
ま
ち
の
体
質
を
変

え
て
い
く
取
り
組
み
が
全

く
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
、
就
任
後
、
合

併
特
例
債
の
発
行
期
限
内

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
数
々
の
大
き
な
事
業
を

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

類
似
団
体
と
比
べ
、
予
算

規
模
が
非
常
に
大
き
く
膨

ら
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
市
税
な

ど
の
歳
入
減
少
や
社
会
保

障
費
関
係
費
用
の
増
加
も

あ
る
が
、
新
火
葬
場
の
建

設
や
学
校
給
食
共
同
調
理

場
の
新
築
と
教
育
環
境
の

改
善
等
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
を
進
め
て

い
く
な
ど
、
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
を
両
方
踏
み
な

が
ら
当
面
の
財
政
運
営
を

行
い
、
将
来
に
つ
な
が
る

希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

・公共施設等管理計画につい
　て
・八木駅周辺におけるまちづ
　くりについて

A
Q

その他の質問

学校給食共同調理場新設予定地

国や府に対し具体的な要望や問題提起をしたい
経済的波及効果が期待できる耐震補助の拡充を

能
登
半
島
地
震
は
日
本

で
過
去
最
大
の
独
居
高
齢

者
の
被
災
者
数
と
言
わ
れ

て
お
り
、
避
難
所
ま
で
移

動
困
難
な
被
災
者
や
水
や

物
資
を
自
宅
ま
で
運
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
被
災
者
も

多
数
存
在
す
る
。
本
市
に

甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
も
同
様
の
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
地

震
は
心
配
だ
が
跡
継
ぎ
が

い
な
い
中
、
改
修
に
多
額

の
費
用
を
か
け
ら
れ
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

る
高
齢
者
が
多
数
存
在
す

る
こ
と
も
把
握
し
て
お
い

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
現
在
の
耐
震
改
修
補

助
金
制
度
は
住
宅
に
特
化

し
て
お
り
、
経
済
的
な
波

及
効
果
が
期
待
で
き
な

い
。
本
市
に
増
加
し
て
い

る
古
民
家
カ
フ
ェ
や
宿
泊

施
設
と
い
っ
た
事
業
所
に

も
対
象
を
拡
充
す
る
こ
と

で
本
市
の
強
み
で
あ
り
資

産
で
も
あ
る
古
民
家
を
活

用
し
商
工
業
や
観
光
業
の

発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

連
日
被
災
状
況
が
報
道

さ
れ
て
お
り
防
災
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。
国
や
府

に
対
し
て
基
準
を
緩
和
す

る
取
り
組
み
を
全
国
の
事

例
も
調
査
し
な
が
ら
具
体

的
に
要
望
や
課
題
提
起
を

し
て
い
き
た
い
。

・南丹市役所の職場環境につ
　いて
・獣害対策としての自伐型林
　業支援について

A
Q

その他の質問

耐震診断補助の拡充を

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

八
や ぎ

木　信
の ぶ き

樹  議員活緑クラブ

附 帯 決 議
令和6年度　南丹市一般会計予算に対する附帯決議

本予算案は、令和5年10月に策定された「南丹市財政健全化プラン」に基づき編成されたものである。その予算
編成方針として、「市財政の健全化に取り組み、事務事業等の見直しを行い、将来にわたる安定した市民生活の確立
を目指し、基金に依存する赤字体制からの脱却を実現するために、既存事業の大幅見直しや新たな歳入の確保など市
政の集中改革に取り組む」ことが示されたところであり、本市の厳しい財政状況下、財政の健全化については一定理
解するものである。
しかしながら、本予算案においては、さまざまな事業の見直しが行われ、とりわけ福祉の分野での削減が多く、

市民の生活に直接大きな影響を与えることが予想される。また、市民の意見を聴取することもなく説明もない状況で
の拙速な見直しは、到底市民の理解を得ることはできないものと考える。
よって、本予算の執行においては、下記の事項について特段の対応を求める。

記
１．福祉関連予算や各種補助金等の見直しにあたっては、見直しの内容や理由など広く市民に説明を尽くし、理解を
　求めるよう努めること。とりわけ障害者福祉関連予算の見直しにおいては、関係機関や関係者の理解を得ること。
２．福祉医療費給付費（重度心身障害児者医療助成制度）及び重度心身障害老人健康管理事業給付費（重度心身障害
　老人健康管理事業）は、見直し前の通り給付できるよう、所要の予算措置を速やかに講じること。
３．心身障害児者年金は、見直し前の通り支給できるよう、所要の予算措置を速やかに講じること。
４．敬老事業運営補助金（敬老祝い事業）の見直しにあたっては、対象年齢の段階的な引き上げ等を検討すること。

次の附帯決議を可決しました。

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

■
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）

木
村　
　
裕　
　
　
　

■
公
平
委
員
会
委
員

松
崎　
竜
一
（
八
木
町
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
吉
田　
史
樹
（
園
部
町
）

川
勝　
高
博
（
八
木
町
）

塩
貝　
文
明
（
日
吉
町
）

山
口　
恒
一
（
美
山
町
）

■
教
育
委
員
会
教
育
長

國
府　
常
芳
（
八
木
町
）

■
教
育
委
員
会
教
育
委
員

一
谷　
昌
道
（
園
部
町
）

■
人
権
擁
護
委
員

潮
田　
正
美
（
園
部
町
）

中
川　
能
季
（
八
木
町
）

清
水　
辰
敏
（
園
部
町
）

奥
村　
久
夫
（
園
部
町
）

岡
本　
悦
子
（
日
吉
町
）

１
月
30
日
管
内
調
査
を
実
施

殿
田
中
学
校
長
寿
命
化
改
修

工
事
に
つ
い
て
現
地
視
察
の

後
、
南
丹
市
大
野
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
利
活
用
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

総
務 

常
任
委
員
会

殿田中学校の現地視察

市議会だより　かけはし73号　2024.5 24市議会だより　かけはし73号　2024.525



令
和
６
年
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責

務
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

議
長
と
し
て
公
正
中
立
か
つ
活

発
で
円
滑
な
、
開
か
れ
た
議
会

運
営
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
医
療
・
福
祉
、
防
災
・
減

災
、
産
業
振
興
、
地
域
の
活
性

化
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
ま
た
令
和
５
年
10
月
に

策
定
さ
れ
た
「
南
丹
市
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
」
で
は
、
令
和
７

年
度
ま
で
の
２
年
間
を
集
中
健

全
化
期
間
と
位
置
づ
け
、
基
金

に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
市
の

重
要
な
方
針
や
施
策
を
決
定
す

る
議
決
機
関
と
し
て
、
ま
た
、

令
和
６
年
３
月
定
例
会
で
選

任
い
た
だ
き
、副
議
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。見
識
、経
験
も
乏
し
い

で
す
が
、議
長
を
補
佐
し
、市
民

の
皆
さ
ま
の
福
祉
の
向
上
と
円

滑
な
議
会
運
営
を
目
指
し
、全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
、
発
足
か
ら
18
年
が

経
過
し
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
が
加
速
。
財
政
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。

そ
ん
な
中
、
議
会
は
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機
関
と

し
て
、
執
行
機
関
と
緊
張
感
を

保
ち
つ
つ
、
議
会
の
機
能
・
役

割
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
福
と

福
祉
の
増
進
、
時
代
を
担
う
若

者
や
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望

を
か
な
え
ら
れ
る
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
精
進
し
て

市
の
施
策
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
監

視
機
関
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
以

来
、
地
方
自
治
体
の
意
思
決
定

機
関
と
し
て
、
議
会
の
存
在
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な

か
、
本
議
会
も
さ
ま
ざ
ま
な
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
情
報
共
有
・
住

民
参
画
・
議
会
機
能
強
化
な
ど

の
観
点
を
重
視
し
、
さ
ら
に
議

会
改
革
を
前
に
進
め
な
が
ら
、

皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
市
政
発

展
に
寄
与
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
議

会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
、よ
り
安

心
安
全
に
暮
ら
せ
る
南
丹
市
の

実
現
を
通
じ
て
、市
民
の
方
に
頼

ら
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
頑
張

る
所
存
で
す
。副
議
長
と
し
て
、

公
平
、中
立
で
活
発
な
議
論
が

な
さ
れ
る
議
会
運
営
、議
会
の

機
能
強
化
や
透
明
性
、情
報
公

開
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ま
の
視
点

に
立
っ
た
議
会
改
革
を
議
長
と

共
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
声
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
女

性
の
方
に
議
会
に
興
味
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議

員
の
協
力
を
得
な
が
ら
議
会
と

し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
議
会

に
対
し
今
後
と
も
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ谷　

尻　
昌　
史

副
議
長
あ
い
さ
つ

合
同
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

吉　
田　
尋　
子

正 副 議 長 就 任 あ い さ つ
■現行の健康保険証の存続を国に求める陳情書

■子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改 
　善による保育士の増員を求める意見書の提出を求める陳情書

陳 情 書意 見 書

「非平時にかかる地方自治法
の改正にあたっては地方自治
の本旨が守られることを求め
る意見書」を提出しました

市
議
会
だ
よ
り
第
72
号
に
て
、
次
の
と
お
り
内

容
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
20
ペ
ー
ジ

　
総
務
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
に
関
す
る
記
事

　
誤
▼
香
川
県
美
馬
市　
正
▼
徳
島
県
美
馬
市

１
月
29
日
「
人
口
減

少
時
代
の
地
域
経
営　

地
方
議
会
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
、
関
幸
子
氏

を
講
師
に
招
い
て
亀

岡
、
南
丹
、
京
丹
波
の

３
市
町
議
会
合
同
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
参
加

し
ま
し
た
。

３
月
28
日
「
南
丹
市

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

お詫びと訂正

議
会
三
役

議　
長　
谷
尻　
昌
史

副
議
長　
吉
田　
尋
子

監
査
委
員（
議
員
選
出
）

木
村　
　
裕

常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

◎
平
田　
聖
治

〇
下
間　
康
広

　
小
林　
　
毅

　
山
下　
秋
則

　
谷
尻　
宣
雄

　

村　
好
高

　
仲
村　
　
学

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
塩
貝　
孝
之

〇
村
山　
好
明

　
堤　
　
博
明

　
木
戸　
德
吉

　
小
中　
　
昭

　
前
田　
義
明

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
八
木　
信
樹

〇
樋
口　
浩
之

　
河
野　
啓
介

　
若
井　
睦
巳

　
木
村　
　
裕

　
吉
田　
尋
子

議
会
運
営
委
員
会

◎
山
下　
秋
則

〇
村
山　
好
明

　
河
野　
啓
介

　
木
戸　
德
吉

　
平
田　
聖
治

　
八
木　
信
樹

　
木
村　
　
裕

　
塩
貝　
孝
之

　

村　
好
高

広
報
広
聴
委
員
会

◎
若
井　
睦
巳

〇
河
野　
啓
介

〇
塩
貝　
孝
之

　
樋
口　
浩
之

　
堤　
　
博
明

　
平
田　
聖
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つ
な
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〇
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宣
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谷
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昌
史

　
山
下　
秋
則

　
吉
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尋
子

　
小
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昭

新
誠
会

〇

村　
好
高

　
樋
口　
浩
之

　
堤　
　
博
明

　
仲
村　
　
学

　
前
田　
義
明

活
緑
ク
ラ
ブ

〇
八
木　
信
樹

　
下
間　
康
広

　
村
山　
好
明

　
若
井　
睦
巳

公
明
党

　
〇
平
田　
聖
治

　
　
木
戸　
德
吉

日
本
共
産
党
議
員
団

　
〇
小
林　
　
毅

　
　
河
野　
啓
介

新
風
会

　
〇
塩
貝　
孝
之

　
　
木
村　
　
裕

◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

新
た
な
議
会
構
成

会
派
の
名
称
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
南
丹
市
議
会
議

員
団
▼
日
本
共
産
党
議
員
団

京都社会保障推進協議会　議長　渡邉　賢治

京都保育団体連絡会　藤井　伸生
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今
回
お
話
を
伺
っ
た
「
頑
張
る
人

た
ち
」
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
を

目
指
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

然
が
相
手
な
の
で
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
に
も
負
け
ず
に
活
動
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
良
い
結

果
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。さ

て
、
今
号
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
で

議
会
だ
よ
り
「
か
け
は
し
」
を
発
行

し
て
い
き
ま
す
。
私
も
含
め
半
数
程

度
が
初
め
て
経
験
す
る
編
集
作
業
で

あ
り
、
「
ぶ
つ
ぶ
つ
」
独
り
言
を
言

い
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら
め
っ
こ

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
見
や
す
く
分

か
り
や
す
い
紙
面
を
心
が
け
、
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

ご意見はこちらに

委 員 長／若井　睦巳
広報部会長／河野　啓介
副部会長／吉田　尋子
委　　員／樋口　浩之　　堤　博明　　平田　聖治
　　　　　山下　秋則　　小中　昭

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

次 回 6 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土
5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31 1

本会議
（開会）

2 3 4 5 6 7 8

本 会 議
（一般質問）（一般質問）（一般質問）

9 10 11 12 13 14 15

常 任 委 員 会

16 17 18 19 20 21 22

本会議
（閉会）

※5月28日（火）午後5時までに提出された請
願・陳情等は、6月定例会で取り扱われます。
会議時間はいずれも午前10時からの予定です。
この日程については予定であり、予告なく変更
となる場合があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで
中継しています。

広報広聴委員会のメンバーです。
よろしくお願いします。
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広 報 広 聴 委 員 会

３月定例会の概要報告と意見交換会を開催します。
ぜひ、お気軽にご参加ください。

●日　時／5月19日（日）14時～15時30分
●場　所／南丹市五ヶ荘地域活性化
　　　　　センター体育館（旧五ケ荘小学校）
●申　込／申込不要。どなたでもご参加いただけます。

議会報告会を開催します

編

集

後

記

本紙は環境への配慮から、森林認証紙に、ベジタブルオイルインキ（植物油）で印刷しています。


